樋口次郎兼光の「名乗り」 : 義仲伝承の掉尾を飾る by 武久 堅 & Tsuyoshi Takehisa
樋
口
次
郎
兼
光
の
「
名
乗
り
」
│
│
義
仲
伝
承
の
掉
尾
を
飾
る
│
│
武
久
堅
は
じ
め
に
義
仲
母
が
二
歳
の
義
仲
を
抱
え
て
碓
氷
峠
を
越
え
、
木
曽
路
を
仲
三
権
守
仲
原
兼
遠
の
元
へ
と
た
ど
り
着
い
た
と
き
、
兼
遠
を
乳
母
夫
、
そ
の
妻
を
乳
母
と
し
て
成
長
す
る
義
仲
の
運
命
は
定
ま
っ
た
。
こ
れ
よ
り
仲
原
夫
妻
の
男
子
た
ち
も
ま
た
、「
乳
母
子
」
と
し
て
の
生
涯
を
生
き
る
定
め
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
延
慶
本
平
家
物
語
に
登
場
す
る
だ
け
で
も
三
人
の
名
前
が
上
が
る
。
次
郎
兼
光
・
四
郎
兼
平
・
五
郎
兼
行
で
あ
る
。
長
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
、
樋
口
次
郎
兼
光
・
今
井
四
郎
兼
平
・
落
合
五
郎
兼
行
と
呼
ば
れ
る
。
し
か
も
本
稿
後
半
で
、
こ
の
三
人
を
最
終
段
階
ま
で
「
乳
母
子
」
と
し
て
、
同
列
に
把
握
す
る
こ
と
の
誤
り
で
あ
る
事
実
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
物
語
で
は
四
郎
・
五
郎
・
次
郎
の
順
に
登
場
す
る
。
登
場
回
数
の
少
な
い
五
郎
兼
行
か
ら
取
り
上
げ
る
。「
火
打
城
合
戦
」、
行
家
配
下
に
く
み
こ
ま
れ
た
「
志
雄
坂
合
戦
」、「
倶
利
加
羅
谷
合
戦
」
に
そ
の
名
が
見
え
る
が
、
な
ぜ
か
固
有
の
伝
承
は
採
取
さ
れ
て
い
な
い
。
「
倶
利
加
羅
合
戦
」
も
義
仲
の
勝
い
く
さ
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
戦
死
と
は
想
定
し
が
た
い
。
し
か
し
そ
の
名
は
こ
こ
で
消
え
る
。
五
郎
兼
行
が
な
ぜ
「
落
合
」
を
名
乗
る
の
か
は
確
証
は
得
難
い
。
推
定
さ
れ
る
の
は
、
後
述
す
る
樋
口
伝
承
地
す
な
わ
ち
上
伊
那
郡
の
東
、
諏
樋
口
次
郎
兼
光
の
「
名
乗
り
」
一
訪
郡
落
合
が
其
の
拠
点
候
補
地
の
一
つ
で
あ
る
が
考
証
の
余
地
を
残
す
。
今
井
四
郎
兼
平
に
つ
い
て
は
、
そ
の
凄
絶
な
自
決
を
含
め
、
す
で
に
義
仲
最
期
で
考
察
し
た
。
作
者
が
最
後
ま
で
預
か
っ
た
の
は
樋
口
次
郎
兼
光
で
あ
る
。
兼
光
処
刑
を
語
っ
て
、
作
者
は
は
じ
め
て
義
仲
伝
承
の
最
後
を
締
め
く
く
り
得
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
本
稿
で
は
、
樋
口
次
郎
兼
光
の
刑
死
へ
の
経
緯
を
考
察
し
、
兼
光
最
期
を
語
っ
て
は
じ
め
て
義
仲
伝
承
の
採
録
を
閉
じ
る
、
作
者
の
「
木
曽
義
仲
の
光
芒
」、
そ
の
全
体
構
想
の
把
握
と
し
た
い
。
一
樋
口
次
郎
兼
光
の
登
場
仲
原
三
兄
弟
で
、
最
後
ま
で
登
場
す
る
の
は
兼
光
で
あ
っ
た
が
、
登
場
の
最
も
遅
い
の
も
兼
光
で
あ
っ
た
。
北
陸
は
「
篠
原
合
戦
」、
斉
藤
別
当
実
盛
の
首
実
検
の
場
に
、
義
仲
か
ら
「
樋
口
ハ
古
同
僚
ニ
テ
見
知
リ
タ
ル
ラ
ム
。
見
セ
ヨ
」
と
の
指
名
が
か
か
る
。
こ
れ
が
最
初
の
登
場
場
面
で
あ
る
。
兼
光
と
実
盛
と
の
「
古
同
僚
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
、「
篠
原
合
戦
」
を
論
じ
た
際
一
度
考
察
を
加
え
た
が
必
ず
し
も
納
得
の
い
く
見
解
を
提
示
し
得
て
は
い
な
い
⑴
。「
古
同
僚
」
の
関
係
実
態
の
把
握
資
料
を
欠
く
た
め
で
あ
る
。
実
盛
の
首
に
接
し
た
兼
光
を
物
語
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
叙
述
し
て
い
る
。
実
盛
ガ
髻
ヲ
取
リ
テ
引
キ
上
ゲ
テ
只
一
目
ミ
ル
マ
マ
ニ
、
涙
ヲ
ハ
ラ
ハ
ラ
ト
落
ト
シ
テ
、「
ア
ナ
無
慚
ヤ
ナ
、
実
盛
ニ
テ
候
也
」
ト
申
セ
バ
、
木
曽
、
「
イ
カ
ニ
鬢
、
髭
ノ
ク
ロ
キ
ハ
」
ト
云
フ
ニ
、
樋
口
、「
サ
候
ヘ
バ
コ
ソ
、
子
細
ヲ
申
シ
候
ハ
ム
ト
シ
候
ガ
、
心
ヨ
ハ
ク
涙
ノ
先
コ
ボ
レ
候
也
。
弓
矢
取
ル
者
ハ
、
イ
サ
サ
カ
ノ
事
ニ
モ
詞
ヲ
バ
申
シ
置
ク
ベ
キ
事
ニ
テ
候
ヒ
ケ
リ
。
実
盛
年
来
兼
光
ニ
申
シ
候
ヒ
シ
ハ
、『
実
盛
六
十
ニ
余
リ
テ
後
、
軍
ノ
陣
ニ
向
ヒ
タ
ラ
ム
ニ
ハ
、
白
髪
ノ
恥
カ
シ
カ
ラ
ム
ズ
レ
バ
、
鬢
、
髭
ニ
ス
ミ
ヲ
塗
リ
テ
、
若
ク
見
エ
ム
ト
思
フ
ナ
リ
。
ソ
ノ
故
ハ
コ
レ
ホ
ド
ノ
白
髪
ニ
テ
、
イ
カ
ホ
ド
ノ
栄
ヲ
思
ヒ
テ
軍
ヲ
バ
シ
ケ
ル
ゾ
ヤ
ト
、
人
ノ
思
ハ
ム
モ
ハ
ヅ
カ
シ
。
ソ
ノ
上
敵
モ
、
老
武
者
ト
テ
、
ア
ナ
ヅ
ラ
ム
事
口
惜
シ
カ
ル
ベ
シ
。
又
若
殿
原
ニ
争
ヒ
テ
、
先
ヲ
駆
ク
ル
モ
大
人
ゲ
ナ
シ
。
小
野
小
町
ガ
老
苦
ノ
歌
ニ
、
樋
口
次
郎
兼
光
の
「
名
乗
り
」
二
サ
ワ
ニ
生
ウ
ル
若
菜
ナ
ラ
ネ
ド
ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ
歳
ヲ
積
ム
ニ
モ
ソ
デ
ハ
ヌ
レ
ケ
リ
ト
云
ヒ
ケ
ム
モ
理
ナ
リ
ケ
リ
』
ト
申
シ
候
ヒ
シ
ガ
、
タ
ワ
ブ
レ
ト
思
ヒ
テ
候
ヘ
バ
、
ゲ
ニ
墨
ヲ
塗
リ
テ
候
ヒ
ケ
ル
ゾ
ヤ
。
水
ヲ
召
シ
寄
セ
テ
、
洗
ハ
セ
テ
御
覧
候
ヘ
」
ト
申
セ
バ
、「
実
ニ
サ
モ
有
ル
ラ
ム
」
ト
テ
、
洗
ハ
セ
テ
見
給
ヘ
バ
、
白
髪
吹
雪
ニ
洗
ヒ
ナ
シ
テ
ケ
リ
。
サ
テ
コ
ソ
一
定
長
井
斉
藤
別
当
実
盛
ガ
首
ト
モ
知
リ
ニ
ケ
レ
。
（
第
三
末
十
三
「
実
盛
打
死
ス
ル
事
」）
と
あ
る
。
「
同
僚
」
の
延
慶
本
で
の
用
語
例
は
、
渡
辺
党
の
競
の
滝
口
の
「
同
僚
」
と
し
て
二
例
、「
生
喰
」
を
め
ぐ
る
梶
原
源
太
景
季
の
言
葉
伝
承
に
二
例
あ
る
。
大
系
本
は
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
の
「
同
隷
（
ト
ウ
レ
イ
）」
を
引
き
、
松
井
駿
氏
の
解
釈
「
同
じ
主
人
に
隷
属
す
る
者
で
今
日
の
同
僚
と
同
じ
」
と
解
す
る
。
と
す
れ
ば
、「
古
同
僚
」
は
、
実
盛
と
兼
光
が
か
つ
て
都
で
、
年
齢
は
隔
た
る
が
平
家
に
期
を
同
じ
く
し
て
出
仕
す
る
身
で
あ
っ
た
ろ
う
事
を
示
す
。
し
か
し
、
実
盛
の
言
葉
伝
承
を
再
現
す
る
兼
光
の
せ
り
ふ
に
俊
成
の
『
長
秋
詠
草
』
所
収
歌
「
沢
に
生
ふ
る
」
を
小
野
小
町
の
和
歌
と
し
て
引
く
、
と
い
う
組
み
立
て
方
は
、
す
で
に
、
武
将
の
言
葉
伝
承
の
枠
を
超
え
て
、
つ
く
り
物
語
の
表
現
に
改
変
さ
れ
て
い
る
と
解
す
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。
兼
光
の
此
の
時
点
で
の
年
齢
は
、
四
郎
兼
平
が
自
ら
三
十
二
歳
と
名
乗
る
事
実
を
踏
ま
え
、
次
郎
は
三
十
代
後
半
、
或
い
は
、
甥
が
戦
場
に
登
場
す
る
実
態
か
ら
見
て
、
す
で
に
四
十
台
に
差
し
掛
か
る
と
想
定
で
き
る
。
本
稿
後
半
に
触
れ
る
、
兼
光
の
名
乗
り
の
問
題
も
絡
む
。
「
樋
口
」
の
呼
称
背
景
は
特
定
が
簡
単
で
は
な
い
が
、
最
も
可
能
性
の
高
い
の
は
、
今
日
の
信
州
諏
訪
湖
の
南
方
、
天
竜
川
源
流
の
辰
野
町
に
残
る
樋
口
城
址
で
あ
る
。
辰
野
町
立
の
歴
史
資
料
室
で
も
、
こ
の
「
樋
口
地
区
」
と
樋
口
次
郎
兼
光
と
の
関
係
付
け
を
証
す
る
文
書
を
現
時
点
で
は
確
保
し
え
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
こ
の
地
区
内
の
、
今
は
廃
寺
と
な
っ
た
香
蓮
寺
跡
に
、
古
色
を
帯
び
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
が
、
堂
々
た
る
自
然
石
の
「
樋
口
次
郎
兼
光
の
墓
」
が
営
ま
れ
て
い
る
。
伝
承
は
一
朝
一
夕
に
形
成
さ
れ
る
も
の
で
は
無
か
ろ
う
樋
口
次
郎
兼
光
の
「
名
乗
り
」
三
か
ら
、
尊
重
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
地
区
が
兼
光
と
繋
が
る
か
と
推
量
さ
れ
る
物
語
内
の
例
証
の
一
つ
に
、
義
仲
勢
の
、
先
に
触
れ
た
「
樋
口
ガ
甥
、
信
濃
武
者
千
野
太
郎
光
弘
」
の
存
在
が
あ
る
。
し
か
も
太
郎
光
弘
の
弟
千
野
七
郎
の
方
は
こ
の
合
戦
で
甲
斐
の
一
条
方
に
属
し
て
い
る
。
結
果
的
に
敵
と
味
方
に
別
れ
た
兄
弟
が
、
兼
光
の
甥
で
あ
る
と
い
う
紹
介
は
、
千
野
氏
が
諏
訪
の
有
力
一
族
で
あ
る
点
か
ら
、
兼
光
の
姉
妹
の
子
か
と
想
定
さ
れ
る
の
で
、
諏
訪
の
南
方
に
位
置
す
る
辰
野
町
の
樋
口
城
址
が
兼
光
の
拠
点
で
あ
っ
た
ろ
う
可
能
性
の
想
定
に
繋
が
る
。『
源
平
盛
衰
記
』
で
は
、「
千
野
太
郎
光
弘
」
は
「
木
曾
殿
誅
罰
の
為
に
、
東
国
よ
り
討
手
上
る
と
聞
き
て
」
東
山
道
よ
り
只
一
騎
で
上
洛
し
、「
今
日
都
に
着
き
て
聞
け
ば
、
木
曾
殿
は
既
に
討
た
れ
ぬ
。
樋
口
今
日
京
に
入
る
と
聞
き
て
、
急
ぎ
四
塚
辺
へ
馳
せ
向
か
つ
て
、
兼
光
が
勢
に
打
ち
具
し
て
戦
ひ
け
り
」
と
あ
る
。
太
郎
光
弘
の
上
洛
を
待
ち
受
け
た
の
は
、
義
仲
の
無
念
の
討
ち
死
に
で
あ
っ
た
。
二
樋
口
次
郎
兼
光
最
後
の
登
場
延
慶
本
の
伝
え
る
兼
光
の
最
後
の
行
動
は
、
義
仲
の
命
で
、
十
郎
蔵
人
行
家
討
伐
に
向
か
う
河
内
国
へ
の
出
陣
か
ら
始
ま
る
。
物
語
は
こ
の
出
来
事
を
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
既
に
一
度
語
っ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
再
度
反
復
す
る
。
場
面
は
粟
津
で
の
、
主
君
義
仲
と
弟
兼
平
の
討
ち
死
に
を
語
り
終
え
た
直
後
で
あ
る
。
義
仲
を
支
え
て
た
ど
り
着
い
た
末
路
に
と
っ
て
、
仲
原
兄
弟
の
最
年
長
兼
光
は
、
こ
れ
よ
り
残
酷
な
生
き
残
り
を
耐
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
樋
口
次
郎
兼
光
ハ
、
十
郎
蔵
人
行
家
誅
ツ
ベ
シ
ト
テ
、
五
百
余
騎
ノ
勢
ニ
テ
、
河
内
国
ヘ
下
リ
タ
リ
ケ
ル
ガ
、
十
郎
蔵
人
ヲ
バ
打
チ
逃
ガ
シ
テ
、
兼
光
女
共
生
取
ニ
シ
テ
京
ヘ
上
リ
ケ
ル
ガ
、
淀
ノ
大
渡
ノ
辺
ニ
テ
、
木
曾
殿
打
タ
レ
ヌ
ト
聞
コ
エ
ケ
レ
バ
、
生
ケ
取
リ
共
皆
免
シ
テ
、「
命
惜
シ
ト
思
ワ
ム
人
々
ハ
、
是
ヨ
リ
ト
ク
ト
ク
落
チ
給
ヘ
」
ト
云
ヒ
ケ
レ
バ
、
五
百
余
騎
ノ
者
共
思
々
ヒ
ニ
落
チ
ニ
ケ
リ
。
残
ル
者
、
僅
カ
ニ
五
十
騎
計
ゾ
有
リ
ケ
ル
。
鳥
羽
ノ
秋
山
ノ
程
ニ
テ
ハ
二
十
騎
計
ニ
成
リ
ニ
ケ
リ
樋
口
次
郎
兼
光
の
「
名
乗
り
」
四
（
第
五
本
十
「
樋
口
次
郎
降
人
ト
成
ル
事
」）
場
面
は
、
行
家
の
捕
り
逃
が
し
か
ら
「
女
共
生
取
リ
シ
テ
京
ヘ
上
リ
ケ
ル
ガ
」
へ
と
続
く
。
状
況
の
詳
細
を
欠
く
が
、
河
内
は
行
家
の
拠
点
と
し
て
、
女
性
集
団
を
擁
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。「
淀
ノ
大
渡
」
は
、
木
津
川
、
宇
治
川
、
桂
川
の
合
流
点
で
、
こ
こ
で
「
木
曾
殿
打
タ
レ
ヌ
」
と
聞
く
。
兼
光
の
下
し
た
判
断
は
、
一
に
女
性
捕
虜
の
解
放
、
二
に
軍
団
の
解
散
で
あ
っ
た
。「
生
ケ
取
リ
共
皆
免
シ
テ
、
命
惜
シ
ト
思
ワ
ム
人
々
ハ
、
是
ヨ
リ
ト
ク
ト
ク
落
給
ヘ
」
と
い
う
、
兼
光
の
言
葉
に
、
五
百
余
騎
の
軍
勢
の
大
半
は
「
思
々
ヒ
ニ
」
落
ち
行
き
、
五
十
騎
ば
か
り
が
留
ま
っ
た
と
記
す
。
延
慶
本
の
こ
の
兼
光
の
言
葉
伝
承
は
諸
本
の
中
で
最
も
簡
略
で
、
単
純
に
「
命
惜
シ
ト
」
と
宣
言
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
信
濃
武
者
の
生
存
志
向
を
正
直
に
受
け
止
め
て
虚
飾
が
な
い
。
覚
一
本
の
、
淀
の
大
渡
り
橋
で
、
今
井
が
下
人
に
ゆ
き
あ
ふ
た
り
。「
あ
な
心
う
、
是
は
い
づ
ち
へ
と
て
わ
た
ら
せ
給
ひ
候
ぞ
。
君
う
た
れ
さ
せ
給
ひ
ぬ
。
今
井
殿
は
自
害
」
と
申
し
け
れ
は
、
樋
口
次
郎
涙
は
ら
は
ら
と
な
が
い
て
、「
是
を
聞
給
へ
、
殿
原
、
君
に
御
心
ざ
し
お
も
ひ
ま
い
ら
せ
給
は
ん
人
々
は
、
こ
れ
よ
り
い
づ
ち
へ
も
お
ち
行
き
、
出
家
入
道
し
て
乞
食
頭
陀
の
行
を
も
た
て
、
後
世
を
と
ぶ
ら
ひ
ま
い
ら
せ
給
へ
。
兼
光
は
宮
こ
へ
の
ぼ
り
打
ち
死
し
て
、
冥
土
に
て
も
君
の
見
参
に
入
、
今
井
四
郎
を
い
ま
一
度
み
ん
と
思
ふ
ぞ
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
五
百
余
騎
の
せ
い
、
あ
そ
こ
に
ひ
か
へ
こ
こ
に
ひ
か
へ
落
行
く
ほ
ど
に
、
鳥
羽
の
南
の
門
を
い
で
け
る
に
は
、
そ
の
勢
わ
づ
か
に
廿
余
騎
に
ぞ
な
り
に
け
る
。
（
巻
第
九
「
樋
口
被
討
罰
」）
で
は
、
か
な
り
の
脚
色
が
施
さ
れ
、
特
に
兼
光
の
言
葉
は
過
剰
な
来
世
志
向
に
塗
り
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
覚
一
本
は
「
今
井
殿
は
自
害
」
を
加
え
、
兼
光
と
兼
平
の
兄
弟
関
係
を
聞
き
手
に
改
め
て
認
識
さ
せ
る
配
慮
を
施
す
。
兼
光
の
来
世
志
向
は
「
今
井
四
郎
を
い
ま
一
度
み
ん
と
思
ふ
ぞ
」
と
い
う
、
弟
と
の
再
会
願
望
に
支
え
ら
れ
、「
冥
土
」
へ
の
旅
立
ち
の
決
意
を
呼
び
起
こ
す
。
琵
琶
法
師
の
語
り
の
焦
点
樋
口
次
郎
兼
光
の
「
名
乗
り
」
五
は
、
こ
の
兄
弟
を
兄
弟
と
し
て
、
そ
の
恩
愛
の
絆
の
う
ち
に
語
り
終
え
よ
う
と
配
慮
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
三
仲
原
兄
弟
の
言
葉
伝
承
平
家
物
語
の
義
仲
伝
承
と
は
、
そ
の
根
源
を
洗
い
な
お
せ
ば
、
主
要
場
面
で
仲
原
兄
弟
い
ず
れ
か
の
言
葉
伝
承
に
行
き
着
く
。
延
慶
本
に
よ
っ
て
仲
原
一
族
の
関
与
す
る
章
段
を
拾
う
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
第
三
本
七
「
木
曾
義
仲
成
長
ス
ル
事
」（
仲
原
兼
遠
の
言
葉
伝
承
、
父
兼
遠
は
、
こ
の
章
段
で
姿
を
消
す
。
そ
の
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
問
題
も
後
の
兼
光
の
名
乗
り
の
問
題
点
に
関
連
す
る
。
義
仲
上
洛
を
待
た
ず
に
こ
の
世
を
去
っ
た
か
）
第
三
末
七
「
兵
衛
佐
、
木
曾
ト
不
和
ニ
成
ル
事
」（
今
井
四
郎
兼
平
の
言
葉
伝
承
）
第
三
末
十
「
義
仲
、
白
山
ニ
願
書
ヲ
進
ズ
ル
事
、
付
ケ
タ
リ
、
兼
平
、
盛
俊
ト
合
戦
ス
ル
事
」（
義
仲
の
口
か
ら
今
井
四
郎
兼
平
の
名
前
）
第
三
末
十
一
「
新
八
幡
宮
願
書
ノ
事
、
付
ケ
タ
リ
、
倶
利
伽
羅
谷
大
死
ノ
事
、
並
ニ
死
人
ノ
中
ニ
神
宝
現
ル
ル
事
」（
軍
勢
の
中
に
兼
平
、
落
合
五
郎
兼
行
の
名
前
）
第
三
末
十
三
「
実
盛
打
チ
死
ニ
ス
ル
事
」（
樋
口
次
郎
兼
光
の
言
葉
伝
承
）
第
三
末
十
八
「
木
曾
、
京
都
ニ
テ
頑
ナ
ナ
ル
振
ル
舞
ヒ
ス
ル
事
」（
今
井
・
樋
口
・
高
梨
・
根
井
の
四
人
の
き
り
者
。
今
井
・
樋
口
・
高
梨
は
名
前
だ
け
）
第
四
・
廿
一
「
室
山
合
戦
ノ
事
、
付
ケ
タ
リ
、
諸
寺
諸
山
ニ
宣
旨
ノ
成
サ
ル
ル
事
、
付
ケ
タ
リ
、
平
家
追
討
ノ
宣
旨
ノ
事
」（
樋
口
次
郎
兼
光
の
言
葉
伝
承
）
第
四
・
廿
三
「
木
曾
ヲ
滅
ボ
ス
ベ
キ
ノ
由
、
法
皇
御
結
構
ノ
事
」（
樋
口
・
今
井
の
言
葉
伝
承
）
第
四
・
廿
五
「
木
曾
、
法
住
寺
殿
ヘ
押
シ
寄
ス
ル
事
」（
樋
口
・
今
井
、
特
に
今
井
の
活
躍
）
第
四
・
廿
八
「
木
曾
、
院
御
厩
別
当
ニ
押
シ
成
ル
事
」（
今
井
の
言
葉
伝
承
）
第
五
本
五
「
樋
口
次
郎
、
河
内
国
ニ
テ
行
家
ト
合
戦
ノ
事
」（
樋
口
）
樋
口
次
郎
兼
光
の
「
名
乗
り
」
六
第
五
本
九
「
義
仲
、
都
落
ツ
ル
事
、
付
ケ
タ
リ
、
義
仲
討
ル
ル
事
」（
今
井
の
言
葉
伝
承
）
第
五
本
十
「
樋
口
次
郎
降
人
ト
成
ル
事
」（
樋
口
の
言
葉
伝
承
）
こ
れ
ら
の
章
の
内
、
父
兼
遠
の
言
葉
伝
承
は
、
幼
い
義
仲
を
抱
え
た
そ
の
母
が
、
木
曾
の
兼
遠
の
元
に
到
着
し
た
時
の
、「
ア
ナ
イ
ト
惜
シ
」
に
始
ま
り
、「
是
ハ
、
相
知
ル
君
ノ
、
父
無
シ
子
ヲ
生
ミ
テ
、
兼
遠
ニ
タ
ビ
タ
リ
シ
ヲ
、
血
ノ
中
ヨ
リ
取
リ
置
キ
テ
候
フ
ガ
、
父
母
ト
申
ス
者
ナ
ウ
テ
、
中
々
ヨ
ク
候
フ
ゾ
」
等
々
で
、
義
仲
生
涯
の
要
と
し
て
の
意
義
を
負
い
、
義
仲
論
の
始
発
点
で
既
に
取
り
上
げ
た
（
第
三
本
七
「
木
曾
義
仲
成
長
す
る
事
」）。
次
に
、
義
仲
と
頼
朝
と
の
不
和
に
際
す
る
兼
平
の
言
葉
伝
承
は
、
そ
の
対
立
の
決
定
的
場
面
で
の
兼
平
の
主
張
を
、「
多
胡
ノ
先
生
殿
ヲ
バ
、
悪
源
太
殿
打
チ
マ
ヒ
ラ
セ
テ
マ
シ
マ
シ
セ
バ
、
遂
ニ
親
ノ
敵
ト
思
ヒ
給
フ
ラ
ム
ト
、
鎌
倉
殿
ハ
思
ヒ
給
フ
ラ
ム
。
イ
カ
サ
マ
ニ
モ
一
度
軍
ハ
候
ワ
ム
ズ
ラ
ム
モ
ノ
ヲ
」
と
明
言
さ
せ
、
そ
の
上
で
、「
只
事
ノ
次
デ
ニ
、
御
返
事
ヲ
シ
タ
タ
カ
ニ
仰
セ
ラ
レ
返
シ
テ
、
御
冥
加
ノ
程
ヲ
モ
御
覧
ゼ
ヨ
カ
シ
」
と
い
う
頼
朝
と
の
対
決
案
を
提
示
さ
せ
て
い
る
。
義
仲
は
結
果
的
に
兼
平
の
言
説
を
、「
乳
兄
弟
」
ゆ
え
に
退
け
、「
今
参
り
」
の
根
井
一
族
が
賛
同
す
る
頼
朝
の
要
求
に
従
い
、
人
質
清
水
冠
者
の
鎌
倉
派
遣
へ
と
事
態
は
動
く
。
し
か
し
こ
の
次
点
で
兼
平
の
見
通
し
た
「
イ
カ
サ
マ
ニ
モ
一
度
軍
ハ
候
ワ
ム
ズ
ラ
ム
モ
ノ
ヲ
」
に
狂
い
は
無
か
っ
た
（
第
三
末
七
「
兵
衛
佐
、
木
曾
ト
不
和
ニ
成
ル
事
」）。
実
盛
最
期
に
盛
り
込
ま
れ
た
次
郎
兼
光
の
言
葉
伝
承
は
、「
ア
ナ
ム
ザ
ン
ヤ
、
実
盛
ニ
テ
候
フ
」
と
し
て
知
ら
れ
、
芭
蕉
の
名
句
の
原
拠
を
か
た
ど
っ
て
有
名
で
あ
る
。
加
え
て
、「
弓
矢
ト
ル
者
ハ
、
イ
サ
サ
カ
ノ
事
ニ
モ
、
詞
ヲ
バ
申
シ
置
ク
ベ
キ
事
ニ
テ
候
ヒ
ケ
リ
」
の
名
句
を
収
め
る
。
仲
原
兄
弟
の
言
葉
伝
承
は
、
そ
の
い
ず
れ
を
取
り
上
げ
て
も
、
物
語
場
面
の
核
心
に
触
れ
る
と
共
に
、
後
世
の
味
読
に
耐
え
る
も
の
が
多
い
。
既
に
引
い
た
が
、
実
盛
の
著
名
な
言
葉
伝
承
、
樋
口
次
郎
兼
光
の
「
名
乗
り
」
七
「
実
盛
六
十
ニ
余
リ
テ
後
、
軍
ノ
陣
ニ
向
カ
ヒ
タ
ラ
ム
ニ
ハ
、
白
髪
ノ
恥
ヅ
カ
シ
カ
ラ
ム
ズ
レ
バ
、
鬢
、
髭
ニ
墨
ヲ
塗
リ
テ
、
ワ
カ
ク
見
エ
ム
ト
思
フ
ナ
リ
。
其
ノ
故
ハ
、
コ
レ
ホ
ド
ノ
白
髪
ニ
テ
、
イ
カ
ホ
ド
ノ
栄
ヲ
思
ヒ
テ
、
軍
ヲ
バ
シ
ケ
ル
ゾ
ヤ
ト
、
人
ノ
思
ハ
ム
モ
ハ
ヅ
カ
シ
。
其
ノ
上
敵
モ
、
老
武
者
ト
テ
、
ア
ナ
ヅ
ラ
ム
事
モ
口
惜
シ
カ
ル
ベ
シ
。
又
、
若
殿
原
ニ
ア
ラ
ソ
ヒ
テ
、
先
ヲ
駆
ク
ル
モ
、
ヲ
ト
ナ
ゲ
ナ
シ
。（
以
下
、
小
野
小
町
和
歌
の
引
用
あ
り
、
略
）」
を
、
兼
光
が
実
盛
と
の
対
話
を
通
し
て
記
憶
に
留
め
る
こ
と
に
な
る
具
体
的
経
緯
と
状
況
は
、
其
の
復
元
は
困
難
で
あ
る
も
の
の
、
兼
光
の
中
に
残
る
実
盛
伝
承
と
し
て
、
兼
光
の
負
う
役
割
は
軽
く
な
い
（
第
三
末
十
三
「
実
盛
打
チ
死
ニ
ス
ル
事
」）。
義
仲
最
期
に
お
け
る
兼
平
の
言
葉
伝
承
、
「
仰
セ
ノ
ゴ
ト
ク
、
敵
ニ
後
ヲ
見
ス
ベ
キ
ニ
ハ
候
ハ
ズ
。
勢
多
ニ
テ
何
ニ
モ
成
ル
ベ
キ
ニ
テ
候
ヒ
ツ
ル
ガ
、
御
行
エ
ノ
オ
ボ
ツ
カ
ナ
サ
ニ
、
是
マ
デ
参
リ
テ
候
フ
ナ
リ
。
主
従
ノ
契
ク
チ
セ
ズ
候
フ
ナ
リ
」
は
、
繰
り
返
す
に
及
ぶ
ま
い
（
第
五
本
九
「
義
仲
、
都
ヲ
落
ツ
ル
事
、
付
ケ
タ
リ
、
義
仲
、
討
タ
ル
ル
事
」）。
そ
れ
ぞ
れ
に
義
仲
論
に
不
可
欠
の
場
面
で
主
要
な
要
素
を
な
す
。
こ
れ
ま
で
に
取
り
上
げ
て
こ
な
か
っ
た
両
者
の
言
葉
伝
承
に
、
法
住
寺
合
戦
直
前
の
発
言
と
し
て
、
「
十
善
帝
王
ニ
向
カ
ヒ
マ
ヒ
ラ
セ
テ
、
弓
ヲ
引
キ
、
矢
ヲ
放
タ
セ
給
ワ
ム
事
、
イ
カ
ガ
有
ル
ベ
ク
候
フ
ラ
ム
。
只
、
誤
セ
給
ワ
ヌ
由
ヲ
何
度
モ
申
サ
セ
給
ヒ
テ
、
甲
ヲ
脱
ギ
、
弓
ヲ
ハ
ヅ
シ
テ
、
降
人
ニ
参
ラ
セ
給
フ
ベ
ク
ヤ
候
フ
ラ
ム
」
が
あ
る
。
こ
の
段
階
で
義
仲
に
率
直
な
諫
言
の
出
来
る
所
従
は
樋
口
・
今
井
の
兄
弟
を
除
い
て
誰
も
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
（
第
四
・
二
十
三
「
木
曾
ヲ
滅
ボ
ス
ベ
キ
ノ
由
、
法
皇
御
結
構
ノ
事
）。
し
か
し
こ
の
諫
言
も
義
仲
に
は
通
じ
る
こ
と
な
く
、
義
仲
の
法
住
寺
攻
略
は
展
樋
口
次
郎
兼
光
の
「
名
乗
り
」
八
開
す
る
。
乳
母
子
と
い
う
立
場
の
進
言
の
限
界
も
こ
こ
に
明
ら
か
で
あ
る
。
義
仲
に
は
甘
え
の
関
係
の
助
長
に
繋
が
る
。
木
曾
最
期
、
粟
津
の
松
原
の
兼
平
と
義
仲
の
会
話
は
そ
の
代
表
で
あ
ろ
う
（
第
五
本
九
「
義
仲
、
都
ヲ
落
ツ
ル
事
、
付
ケ
タ
リ
、
義
仲
、
討
タ
ル
ル
事
」）。
四
『
吾
妻
鏡
』
の
兼
光
生
け
捕
り
『
吾
妻
鏡
』
は
寿
永
三
年
正
月
二
十
一
日
条
に
、
義
経
が
義
仲
の
首
を
獲
た
由
を
記
し
、
す
ぐ
続
け
て
、
今
日
晩
に
及
び
て
、
九
郎
主
、
木
曾
が
専
一
の
者
、
樋
口
次
郎
兼
光
を
搦
め
進
ず
。
と
記
す
。
鎌
倉
で
の
認
識
で
は
、「
木
曾
が
専
一
の
者
」
の
評
価
で
あ
る
。
続
け
て
、
こ
れ
、
木
曾
が
使
い
と
し
て
、
石
川
判
官
代
を
征
せ
ん
が
為
に
、
日
ご
ろ
河
内
国
に
あ
り
。
と
あ
る
。
こ
の
記
録
は
、
延
慶
本
の
、
少
し
早
い
段
階
の
記
事
に
符
合
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
正
月
十
七
日
の
記
事
で
あ
る
が
、
延
慶
本
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
。
備
前
守
行
家
、
河
内
国
ニ
住
シ
テ
、
叛
心
有
ル
ノ
由
聞
コ
ヘ
ケ
レ
バ
、
義
仲
彼
ノ
行
家
ヲ
追
討
ノ
為
ニ
、
樋
口
兼
光
ヲ
差
シ
遣
ハ
ス
。
其
ノ
勢
五
百
余
騎
ナ
リ
。
同
ジ
キ
十
九
日
ニ
、
石
河
ノ
城
ニ
寄
セ
テ
合
戦
。
蔵
人
判
官
家
光
、
兼
光
ガ
為
ニ
射
取
ラ
レ
ニ
ケ
リ
。
行
家
軍
ニ
敗
レ
テ
、
逃
ゲ
落
チ
テ
、
高
野
ニ
ゾ
篭
リ
ケ
ル
。
生
ケ
虜
リ
三
十
人
、
首
切
リ
懸
ケ
ラ
ル
ル
者
七
十
人
ト
ゾ
聞
コ
ヘ
シ
（
第
五
本
五
「
樋
口
次
郎
河
内
国
ニ
テ
行
家
ト
合
戦
ノ
事
」）
樋
口
次
郎
兼
光
の
「
名
乗
り
」
九
同
じ
記
事
が
、
七
「
兵
衛
佐
ノ
軍
兵
等
、
付
ケ
タ
リ
、
宇
治
勢
田
ノ
事
」
で
も
、
再
度
、
木
曾
ガ
方
ニ
ハ
折
節
都
ニ
勢
ゾ
ナ
カ
リ
ケ
ル
。
乳
母
子
樋
口
次
郎
兼
光
、
五
百
余
騎
ニ
テ
、
十
郎
蔵
人
行
家
ヲ
責
メ
ム
ト
テ
、
河
内
国
石
河
ト
云
フ
所
ヘ
差
シ
遣
ハ
ス
。
と
あ
り
、「
樋
口
降
人
ト
成
ル
事
」
の
冒
頭
で
三
度
繰
り
返
さ
れ
る
。
作
者
に
と
っ
て
樋
口
の
不
在
は
、
義
仲
最
期
に
、
兼
平
の
不
在
に
匹
敵
す
る
重
み
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
宇
治
川
先
陣
の
合
戦
か
ら
鎌
倉
勢
の
入
洛
、
義
仲
の
都
落
ち
、
続
く
粟
津
合
戦
が
、
い
ず
れ
も
一
月
廿
日
の
出
来
事
と
さ
れ
る
の
で
、
樋
口
兼
光
の
こ
の
奮
戦
は
義
仲
の
耳
に
は
届
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
義
仲
は
、
今
井
を
勢
多
に
派
遣
し
た
こ
と
を
後
悔
す
る
言
葉
を
物
語
に
残
す
が
、
そ
の
兄
樋
口
兼
光
を
河
内
に
遣
わ
し
て
、
同
じ
く
不
在
で
あ
っ
た
こ
と
に
言
及
す
る
伝
承
は
な
い
。
『
吾
妻
鏡
』
は
先
の
記
録
を
次
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。
し
か
る
に
石
川
逃
亡
す
る
の
間
、
空
し
く
も
つ
て
帰
京
す
。
八
幡
大
渡
の
辺
に
お
い
て
、
主
人
滅
亡
の
事
を
聞
く
と
い
へ
ど
も
、
押
し
も
つ
て
入
洛
す
る
の
と
こ
ろ
、
源
九
郎
の
家
人
数
輩
馳
せ
向
か
ひ
、
相
戦
ふ
の
後
こ
れ
を
生
け
虜
る
。
延
慶
本
の
伝
承
「
淀
ノ
大
渡
」
を
、
こ
こ
で
は
「
八
幡
大
渡
」
と
記
し
て
い
る
。
五
樋
口
次
郎
兼
光
の
「
名
乗
り
」
延
慶
本
平
家
物
語
で
、
義
仲
配
下
で
「
名
乗
り
」
が
記
さ
れ
る
の
は
「
木
曾
最
期
」
に
お
け
る
今
井
四
郎
兼
平
と
、「
樋
口
降
人
ト
成
ル
事
」
の
兼
光
、
他
に
樋
口
と
血
筋
の
繋
が
る
「
千
野
太
郎
光
弘
」
が
あ
り
、
こ
の
三
人
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
河
原
合
戦
」
で
、
延
慶
樋
口
次
郎
兼
光
の
「
名
乗
り
」
一
〇
本
は
根
井
行
親
と
楯
六
郎
親
忠
父
子
の
最
期
の
会
話
を
丹
念
に
再
現
す
る
伝
承
を
採
録
す
る
が
、
直
後
に
お
と
ず
れ
る
そ
の
最
期
に
お
い
て
も
、
か
つ
て
「
今
参
り
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
根
井
父
子
に
は
名
乗
り
の
場
面
は
な
い
（
第
五
本
七
「
兵
衛
佐
ノ
軍
兵
等
、
付
ケ
タ
リ
、
宇
治
勢
田
ノ
事
」）。
本
稿
で
検
証
す
る
よ
う
に
「
乳
母
子
」
二
人
の
「
名
乗
り
」
と
い
う
呼
び
方
は
正
確
で
は
な
い
が
、
こ
の
二
人
は
物
語
伝
承
に
お
い
て
別
格
扱
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
兼
光
の
名
乗
り
は
、
そ
の
場
の
お
膳
立
て
と
し
て
、
先
に
触
れ
た
「
樋
口
ガ
甥
、
信
濃
武
者
ニ
千
野
太
郎
光
弘
」
の
討
ち
死
に
の
物
語
が
置
か
れ
て
い
る
。
光
弘
の
名
乗
り
は
、「
カ
ク
申
ス
ハ
、
信
濃
国
住
人
、
諏
訪
ノ
上
ノ
宮
ノ
千
野
大
夫
光
家
ガ
嫡
男
、
千
野
太
郎
光
弘
ト
申
ス
者
」
と
あ
る
。
こ
の
名
乗
り
は
、
木
曾
勢
に
あ
っ
て
異
例
の
名
乗
り
で
あ
る
。
光
弘
が
樋
口
の
甥
で
あ
る
の
は
、
光
弘
の
母
が
兼
光
の
姉
妹
で
あ
る
か
、
兼
光
が
千
野
か
ら
妻
室
を
迎
え
て
い
た
か
の
い
ず
れ
か
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
し
か
し
後
に
、「
樋
口
ハ
児
玉
党
ノ
婿
」
と
い
う
設
定
が
加
わ
る
か
ら
、
と
す
れ
ば
、
兼
光
の
結
婚
相
手
は
児
玉
党
の
娘
と
考
え
る
の
が
順
当
で
、
光
弘
の
母
親
が
兼
光
姉
妹
と
い
う
設
定
が
優
先
し
よ
う
。
先
に
樋
口
呼
称
の
所
以
を
、
諏
訪
の
南
方
、
今
日
の
辰
野
の
一
角
、
樋
口
城
跡
を
宛
て
た
一
つ
の
根
拠
で
も
あ
っ
た
。
光
弘
の
弟
千
野
七
郎
は
、
今
、
目
前
に
敵
対
す
る
、
甲
斐
の
一
条
次
郎
の
配
下
に
組
す
る
と
い
う
、
兄
弟
対
面
の
一
つ
の
物
語
構
図
を
担
う
こ
と
に
な
る
が
、
光
弘
最
期
の
言
葉
伝
承
は
、
「
敵
モ
御
方
モ
此
レ
ヲ
見
給
ヘ
。
向
カ
フ
者
ヲ
カ
フ
コ
ソ
習
ハ
セ
。
敵
ヲ
嫌
フ
ニ
ア
ラ
ネ
ド
モ
、
一
条
殿
ノ
御
手
ヲ
尋
ヌ
ル
事
ハ
、
光
弘
ガ
弟
、
千
野
七
郎
ガ
一
条
殿
ノ
御
手
ニ
ア
ル
間
、
彼
ガ
見
ム
前
ニ
テ
、
打
チ
死
ニ
セ
ム
ト
思
フ
。
ソ
ノ
故
ハ
、
信
濃
ニ
男
子
二
人
モ
チ
タ
ル
ガ
、
幼
ナ
キ
者
ニ
テ
候
フ
ナ
リ
。
成
人
シ
テ
、『
我
父
ハ
軍
ニ
コ
ソ
死
ニ
タ
ム
ナ
レ
。
光
弘
最
後
ノ
時
、
ヨ
ク
テ
ヤ
死
ニ
ツ
ラ
ム
、
悪
シ
ク
テ
ヤ
死
ニ
ケ
ム
』
ト
、
オ
ボ
ツ
カ
ナ
ク
思
ワ
ム
モ
不
便
ナ
レ
バ
、
子
共
ニ
タ
シ
カ
ニ
語
ラ
セ
ム
料
ニ
、
一
条
殿
ノ
御
手
ヲ
バ
、
尋
ネ
ラ
ル
ル
ナ
リ
」（
第
五
本
十
「
樋
口
次
郎
降
人
ト
成
る
事
」）
樋
口
次
郎
兼
光
の
「
名
乗
り
」
一
一
で
あ
っ
た
。
光
弘
の
願
望
は
半
ば
実
現
し
て
、「
究
竟
ノ
敵
、
十
三
騎
切
リ
伏
セ
テ
、
終
ニ
自
害
シ
テ
コ
ソ
死
ニ
ケ
レ
」
と
、
勇
猛
果
敢
の
最
期
を
弟
七
郎
の
眼
前
に
展
開
し
て
果
て
た
が
、
子
に
語
ら
わ
せ
る
こ
と
を
期
待
し
た
目
撃
相
手
の
弟
七
郎
も
又
、「
其
ノ
弟
ノ
千
野
七
郎
モ
駆
ケ
出
デ
テ
、
樋
口
ガ
勢
ニ
打
チ
向
カ
ヒ
テ
、
敵
二
人
ニ
手
負
ハ
セ
テ
、
打
チ
死
ニ
シ
テ
ム
ゲ
リ
」
と
い
う
最
期
を
遂
げ
る
。
光
弘
は
遅
れ
ば
せ
に
義
仲
勢
に
加
入
参
戦
の
道
を
選
択
し
た
が
、
結
果
的
に
は
、
ひ
た
す
ら
伯
父
兼
光
に
合
流
す
る
た
め
の
参
戦
と
な
っ
た
。
樋
口
決
死
の
名
乗
り
は
、
目
前
に
展
開
し
た
、
こ
の
二
人
の
身
内
の
若
者
の
壮
絶
な
戦
い
に
触
発
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
、
決
然
と
彼
の
口
を
突
く
。
本
文
は
次
の
よ
う
に
続
く
。
サ
ル
ホ
ド
ニ
、
千
野
太
郎
打
タ
レ
ヌ
ト
聞
キ
テ
、
樋
口
次
郎
歩
マ
セ
出
シ
テ
申
シ
ケ
ル
ハ
、「
音
ニ
モ
聞
ケ
、
今
ハ
目
ニ
モ
見
給
ヘ
、
殿
原
。
信
濃
国
住
人
、
木
曾
仲
三
権
守
兼
遠
ガ
二
男
、
木
曾
ノ
左
馬
頭
殿
ノ
御
乳
母
、
樋
口
次
郎
兼
光
、
打
チ
取
リ
テ
、
鎌
倉
ノ
見
参
ニ
入
レ
」
こ
こ
で
ど
う
し
て
も
「
木
曾
最
期
」
に
け
る
弟
兼
平
の
名
乗
り
に
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
「
聞
キ
ケ
ム
物
ヲ
今
ハ
見
ヨ
。
木
曾
殿
ニ
ハ
乳
母
子
、
信
濃
国
住
人
、
木
曾
仲
三
権
守
兼
遠
ガ
四
男
、
今
井
四
郎
中
原
兼
平
、
年
ハ
三
十
二
」
冒
頭
の
呼
び
か
け
は
兄
兼
光
は
「
音
ニ
モ
聞
ケ
、
今
ハ
目
ニ
モ
見
給
ヘ
、
殿
原
」、
弟
兼
平
は
「
聞
キ
ケ
ム
物
ヲ
今
ハ
見
ヨ
」
と
、
と
も
に
常
套
表
現
で
あ
る
。
兼
光
に
は
「
殿
原
」
と
い
う
呼
び
か
け
が
加
わ
る
。
父
兼
遠
の
呼
び
方
は
両
者
同
一
で
あ
る
。
異
な
る
点
が
一
点
あ
る
。
兼
光
は
「
木
曾
ノ
左
馬
頭
殿
ノ
御
乳
母
」
と
名
乗
っ
た
。
自
ら
を
「
乳
母
」
と
自
認
す
る
の
で
あ
る
。
弟
兼
平
は
「
木
曾
殿
ニ
ハ
乳
母
子
」
で
あ
っ
た
。
兼
平
の
名
乗
り
は
、
読
み
手
の
耳
に
違
和
感
は
な
い
。
読
み
手
の
認
識
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
兄
兼
光
の
名
乗
り
は
「
木
曾
ノ
左
馬
頭
ノ
御
乳
母
」
で
あ
っ
た
。「
左
馬
頭
」
は
、
こ
の
時
点
で
の
職
名
を
付
し
た
ま
で
で
あ
る
。
問
題
は
「
乳
母
」
樋
口
次
郎
兼
光
の
「
名
乗
り
」
一
二
と
「
乳
母
子
」
で
あ
る
。
こ
の
違
い
は
小
さ
く
な
い
。
兼
光
は
、
本
来
の
「
乳
母
」
で
あ
っ
た
父
仲
原
兼
遠
に
替
わ
っ
て
、
つ
ま
り
其
の
名
代
と
し
て
義
仲
の
「
御
乳
母
」
を
自
認
し
て
義
仲
の
上
洛
に
随
伴
し
て
い
た
と
受
け
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
『
吾
妻
鏡
』
が
、
兼
光
を
「
木
曾
が
専
一
の
者
」
と
評
し
た
と
き
、
鎌
倉
は
そ
の
実
態
を
把
握
認
識
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
よ
っ
て
、
本
稿
最
初
に
指
摘
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
兼
遠
の
息
子
と
し
て
、
単
純
に
兄
弟
を
「
乳
母
子
」
と
し
て
括
っ
て
論
ず
る
の
は
正
確
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
兼
光
の
自
認
に
則
せ
ば
、
誤
り
で
あ
り
、
兼
光
に
随
伴
す
る
義
仲
武
者
た
ち
に
と
っ
て
も
、
兼
光
は
「
木
曾
ノ
左
馬
頭
殿
ノ
御
乳
母
」
と
し
て
こ
れ
よ
り
其
の
捕
縛
の
時
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
平
家
物
語
の
あ
ら
ゆ
る
諸
本
は
、
こ
の
場
面
か
ら
兼
光
の
こ
の
名
乗
り
を
消
す
。
其
の
理
由
は
単
純
で
は
な
い
。「
乳
母
子
」
今
井
四
郎
兼
平
の
名
乗
り
に
す
べ
て
を
収
斂
す
る
意
図
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
「
乳
母
」
の
名
乗
り
の
処
理
に
手
を
焼
い
た
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
乳
母
」
兼
遠
が
早
く
に
物
語
の
表
面
か
ら
姿
を
消
し
た
仲
原
一
族
に
と
っ
て
、
最
年
長
と
お
ぼ
し
い
兼
光
の
存
在
は
、「
乳
母
」
と
し
て
の
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
諸
本
が
こ
の
名
乗
り
を
消
し
た
事
実
は
、
兼
光
に
こ
の
大
役
を
託
し
て
送
り
出
し
た
父
兼
遠
に
も
、
仲
原
一
族
に
も
、
そ
し
て
誰
よ
り
も
兼
光
本
人
に
口
惜
し
い
。「
覚
一
本
」
に
、
弟
兼
平
の
討
ち
死
に
を
悼
む
表
現
や
、
来
世
で
の
再
会
を
願
う
表
現
が
加
味
さ
れ
る
が
、
そ
し
て
そ
れ
は
そ
れ
で
麗
し
い
兄
弟
愛
の
演
出
に
連
な
る
が
、
父
の
肩
代
わ
り
を
自
認
し
、
周
囲
も
そ
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
「
乳
母
」
と
し
て
の
存
在
の
す
べ
て
が
、
こ
の
名
乗
り
の
消
去
に
よ
っ
て
抹
殺
さ
れ
、
人
々
に
忘
れ
去
ら
れ
た
。
そ
の
復
権
の
た
め
に
も
、
延
慶
本
の
こ
の
「
名
乗
り
」
へ
の
注
目
は
貴
重
で
あ
る
。兼
光
の
名
乗
り
に
明
ら
か
な
よ
う
に
「
打
チ
取
リ
テ
鎌
倉
殿
ノ
見
参
ニ
入
レ
」
の
段
階
で
、
兼
光
は
討
ち
死
に
を
覚
悟
し
て
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
事
態
は
、
先
に
触
れ
た
「
児
玉
党
ノ
婿
」
と
い
う
縁
戚
関
係
か
ら
、
討
ち
死
に
の
と
き
を
逸
す
る
。
樋
口
次
郎
兼
光
の
「
名
乗
り
」
一
三
六
「
義
仲
四
天
王
」
の
一
人
と
し
て
生
け
捕
り
の
兼
光
に
下
さ
れ
た
、
院
の
御
所
の
初
め
の
方
針
は
「
其
ノ
期
過
ギ
タ
レ
バ
、
大
将
軍
ニ
テ
モ
ナ
シ
。
末
ノ
奴
原
ヲ
切
ル
ニ
及
バ
ズ
。
九
郎
冠
者
ニ
預
ケ
ヨ
」
と
い
う
穏
や
か
な
処
置
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、
兼
光
は
、
寿
永
三
年
一
月
廿
六
日
に
、
延
慶
本
に
よ
る
と
、
法
皇
も
六
条
東
洞
院
に
車
を
立
て
て
見
物
し
た
と
い
う
伊
予
守
義
仲
・
高
梨
六
郎
忠
直
・
根
井
滋
野
幸
親
・
今
井
四
郎
兼
平
、
こ
の
四
人
の
首
の
大
路
渡
し
に
あ
た
か
も
介
添
え
の
ご
と
く
に
大
路
を
渡
さ
れ
た
。
こ
の
段
階
で
兼
光
は
、
自
ら
を
待
ち
受
け
る
極
刑
へ
の
自
覚
は
な
く
、
乳
母
と
し
て
主
君
義
仲
と
の
、
ま
さ
か
の
対
面
を
果
た
し
、
弟
兼
平
と
、
高
梨
・
根
井
ら
の
変
わ
り
果
て
た
姿
の
目
撃
を
余
儀
無
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
法
皇
の
「
御
覧
」
に
つ
い
て
は
、『
百
練
抄
』
に
そ
の
言
及
は
な
く
、『
愚
管
抄
』
に
は
、
義
仲
の
首
が
院
の
御
所
に
届
い
た
際
に
、「
法
皇
ハ
御
車
ニ
テ
御
門
ヘ
イ
デ
テ
御
覧
ジ
ケ
リ
」
と
あ
る
。
こ
の
方
が
実
態
を
伝
え
る
も
の
で
は
な
い
か
。
兼
光
を
極
刑
に
追
い
詰
め
た
の
は
、
院
の
御
所
の
女
房
た
ち
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
法
住
寺
合
戦
で
兼
光
が
、
女
房
た
ち
に
加
え
た
手
荒
い
乱
行
が
、
今
は
捕
虜
と
な
っ
た
兼
光
の
上
に
跳
ね
返
っ
た
。
延
慶
本
は
、
兼
光
の
合
戦
の
場
に
お
け
る
対
女
性
伝
承
を
二
話
収
め
る
こ
と
に
な
る
。
一
つ
は
河
内
の
行
家
攻
め
に
際
し
て
の
、「
女
共
生
ケ
取
リ
ニ
シ
テ
京
ヘ
上
リ
ケ
ル
ガ
」
で
、
こ
の
方
は
淀
の
大
渡
で
、
義
仲
の
死
を
聞
く
や
、
即
座
に
解
放
し
て
い
る
。
法
住
寺
合
戦
の
場
面
に
、
女
性
伝
承
を
収
録
し
て
い
な
い
か
ら
、
今
回
の
こ
の
訴
え
の
輪
郭
を
確
認
す
る
手
立
て
を
欠
く
。
し
か
し
こ
の
「
御
所
ノ
シ
カ
ル
ベ
キ
女
房
」
の
告
発
は
、
告
発
者
の
、「
兼
光
切
ラ
セ
給
ハ
ズ
ハ
、
身
ヲ
桂
川
淀
川
ニ
ナ
ゲ
、
深
山
ヘ
入
リ
、
御
所
ヲ
罷
リ
出
デ
ナ
ム
」
と
い
う
過
激
な
論
調
で
、
か
つ
、
こ
の
女
房
が
周
囲
の
女
房
た
ち
を
扇
動
し
て
院
の
御
所
の
意
思
決
定
を
動
か
し
う
る
と
い
う
実
力
者
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
か
ら
、
兼
光
の
法
住
寺
合
戦
の
行
動
の
実
際
を
反
映
す
る
も
の
か
と
い
う
印
象
を
残
し
、
兼
光
の
生
涯
の
最
後
を
曇
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
。
実
態
は
、
院
の
御
所
が
最
初
に
下
し
た
判
定
を
不
服
と
す
る
、
次
の
よ
う
な
見
解
が
兼
平
の
運
命
を
支
配
し
た
。
樋
口
次
郎
兼
光
の
「
名
乗
り
」
一
四
彼
ノ
兼
光
ハ
、
降
人
タ
ル
ニ
依
ツ
テ
、
昨
日
大
路
ヲ
渡
シ
テ
禁
獄
セ
ラ
ル
。
サ
レ
ド
モ
、「
義
仲
ガ
四
天
王
ノ
其
ノ
一
也
。
死
罪
ヲ
宥
メ
ラ
ル
レ
バ
、
虎
ヲ
養
フ
愁
ア
ル
ベ
シ
」
ト
テ
、
殊
沙
汰
ア
リ
テ
切
ラ
レ
ニ
ケ
リ
。
（
第
五
本
十
二
「
義
仲
等
ノ
首
渡
シ
ノ
事
」）
「
義
仲
ガ
四
天
王
ノ
其
ノ
一
」
が
武
者
側
の
死
罪
判
決
の
論
拠
で
あ
っ
た
ろ
う
。
延
慶
本
の
「
義
仲
四
天
王
」
は
、「
首
渡
し
」
の
場
面
を
受
け
る
と
、
高
梨
六
郎
忠
直
・
根
井
滋
野
幸
親
・
今
井
四
郎
兼
平
と
樋
口
次
郎
兼
光
と
な
ろ
う
。「
覚
一
本
」
は
こ
の
部
分
に
、「
今
井
・
樋
口
・
楯
・
祢
井
と
て
、
木
曾
が
四
天
王
の
そ
の
ひ
と
つ
也
」
を
補
い
、
延
慶
本
で
あ
い
ま
い
な
「
四
天
王
」
を
明
確
に
し
、
首
渡
し
の
忠
直
を
差
し
替
え
、
楯
六
郎
親
忠
と
す
る
。
幸
親
・
親
忠
は
こ
う
し
て
、「
覚
一
本
」
に
お
い
て
、
父
子
揃
っ
て
「
義
仲
四
天
王
」
に
数
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
「
覚
一
本
」
は
、「
範
頼
・
義
経
や
う
や
う
に
申
さ
れ
け
れ
ど
も
」
と
、
義
経
等
の
弁
護
の
姿
勢
を
持
ち
込
む
が
、「
虎
ヲ
養
フ
愁
ア
ル
ベ
シ
」
と
案
ず
る
の
は
、
院
の
御
所
の
不
安
と
い
う
よ
り
は
、「
義
仲
専
一
の
者
」
と
評
価
す
る
鎌
倉
方
の
、
義
仲
乳
母
の
、
将
来
的
行
動
へ
の
危
惧
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
延
慶
本
は
、
一
月
廿
七
日
、「
五
条
西
朱
雀
ニ
テ
引
キ
出
シ
テ
、
樋
口
次
郎
兼
光
ガ
首
ヲ
刎
ネ
ラ
レ
ヌ
」
と
簡
潔
に
記
す
。『
吾
妻
鏡
』
は
月
が
か
わ
っ
て
二
月
二
日
条
に
、
樋
口
次
郎
兼
光
を
梟
首
す
。
渋
谷
庄
司
重
国
こ
れ
を
う
け
た
ま
り
、
郎
従
平
太
男
に
仰
す
。
し
か
る
に
斬
り
損
ず
る
の
間
、
子
息
渋
谷
次
郎
高
重
こ
れ
を
斬
る
。
但
し
、
去
月
二
十
日
合
戦
の
時
、
疵
を
被
る
に
よ
り
、
片
手
打
ち
と
為
す
云
々
。
と
、
介
錯
の
人
物
の
差
し
替
え
に
加
え
斬
首
が
「
片
手
打
ち
」
で
あ
っ
た
由
を
伝
え
る
。
末
期
の
暗
さ
を
象
徴
す
る
記
事
と
い
え
る
。
『
吾
妻
鏡
』
は
続
け
て
、
兼
光
が
「
児
玉
の
輩
」
と
親
昵
で
あ
り
、
そ
の
故
勲
功
の
賞
に
よ
り
、
兼
光
の
命
を
賜
る
べ
く
申
請
し
、
義
経
が
こ
れ
を
奏
聞
し
た
が
「
罪
科
軽
か
ら
ざ
る
に
よ
り
、
遂
に
免
許
あ
る
こ
と
な
し
」
と
記
す
。
児
玉
党
の
助
命
嘆
願
は
一
応
手
続
き
は
踏
樋
口
次
郎
兼
光
の
「
名
乗
り
」
一
五
ま
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。『
吾
妻
鏡
』
は
あ
く
ま
で
院
の
御
所
の
裁
決
と
す
る
姿
勢
を
通
し
て
い
る
。
な
お
、「
児
玉
党
」
は
、
武
蔵
国
最
北
端
、
児
玉
郡
を
拠
点
と
す
る
。
延
慶
本
に
数
箇
所
登
場
す
る
。「
打
輪
ノ
旗
」
が
そ
の
標
識
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
。
名
を
伴
う
の
は
、
『
武
蔵
七
党
系
図
』
に
で
る
、「
庄
」
一
族
の
庄
三
郎
、
庄
四
郎
兄
弟
で
あ
る
。「
樋
口
降
人
ト
成
ル
事
」
ノ
章
冒
頭
の
、
兄
三
郎
は
義
経
方
、
弟
四
郎
は
義
仲
方
に
と
い
う
、
も
う
一
つ
の
兄
弟
分
派
の
物
語
と
し
て
、
語
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
樋
口
」
の
物
語
に
は
、
兄
弟
分
裂
の
物
語
が
二
話
収
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
こ
の
児
玉
党
の
兄
弟
は
、
弟
庄
四
郎
が
兄
方
に
と
ら
わ
れ
、
生
き
て
義
経
勢
に
加
担
す
る
組
み
立
て
に
な
っ
て
い
る
。
武
蔵
七
党
の
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
多
勢
の
同
族
的
集
団
を
構
成
し
て
い
た
の
で
、
兼
光
の
つ
な
が
っ
て
い
た
個
人
名
を
特
定
す
る
に
い
た
ら
な
い
が
、
最
後
の
最
後
ま
で
、
兼
光
に
情
誼
を
尽
く
し
て
か
か
わ
ろ
う
と
し
た
振
る
舞
い
は
、
武
士
団
と
し
て
の
児
玉
党
の
、
延
慶
本
の
表
現
に
よ
る
と
、「
人
ノ
一
家
広
キ
中
へ
入
ル
ト
云
フ
ハ
、
カ
カ
ル
時
ノ
為
ナ
リ
」
の
本
意
に
基
づ
く
姿
勢
を
貫
く
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
樋
口
次
郎
兼
光
と
い
う
人
間
の
内
実
を
何
ほ
ど
か
象
る
も
の
と
解
さ
れ
よ
う
。
註
⑴
「
義
仲
北
陸
篇
七
章
の
考
察
│
「
火
燧
城
合
戦
」
か
ら
「
篠
原
合
戦
」
ま
で
│
」（「
日
本
文
芸
研
究
」
六
〇
巻
一
・
二
号
、
二
〇
〇
八
年
十
一
月
）
（
た
け
ひ
さ
つ
よ
し
・
関
西
学
院
大
学
名
誉
教
授
）
樋
口
次
郎
兼
光
の
「
名
乗
り
」
一
六
